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（正）  素因数５は，５の倍数だけがもつ。 ５５=3125＞2015 であるから，５，５２，５３，５４ の倍数で数える。 ５２の倍数は素因数５を２個もつが，５の倍数として１個， ５２の倍数として１個数えればよい。５３，５４も同様に考える。 
 １…５…10…15…20…25…30……125……625……2015 ５の倍数  ５２の倍数 ５３の倍数 ５４の倍数 ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○     ○    ○               ○      ○   ○                 ○    ○                        ○ １から 2015 までの自然数のうち， ５の倍数の個数は，2015 を５で割った商で 403 ５２の倍数の個数は，2015 を５２で割った商で 80 ５３の倍数の個数は，2015 を５３で割った商で 16 ５４の倍数の個数は，2015 を５４で割った商で ３ よって 2015!を素因数分解したときの素因数５の個数は 403＋80＋16＋３ = 502   したがって 502 個 （誤）  素因数５は，５の倍数だけがもつ。 ５５=3125＞2015 であるから，５，５２，５３，５４ の倍数で数える。 ５２の倍数は素因数５を２個もつが，５の倍数として１個， ５２の倍数として１個数えればよい。５３，５４も同様に考える。 
 １…５…10…15…20…25…30……125……625……2015 ５の倍数  ５２の倍数 ５３の倍数 ５４の倍数 ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○     ○    ○               ○          ○                 ○    ○                        ○ １から 2015 までの自然数のうち， ５の倍数の個数は，2015 を５で割った商で 403 ５２の倍数の個数は，2015 を５２で割った商で 80 ５３の倍数の個数は，2015 を５３で割った商で 16 ５４の倍数の個数は，2015 を５４で割った商で ３ よって 2015!を素因数分解したときの素因数５の個数は 403＋80＋16＋３ = 502   したがって 502 個 


